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学位論文審査結果報告書 

平成 30年 2月 2日 

大学院医学研究科長様 

 

下記のように学位論文の審査を終了したので報告いたします。 

 

【審査結果要旨】 

  氏名 佐藤 亮平 

  学位論文題名 

The effect of acetaminophen, tramadol and their combination on pain-

related behavior using a rat nucleus pulposus applied model 

ラット髄核留置モデルにおける疼痛関連行動に対するアセトアミノフェン、

トラマドール、および混合投与の効果の検討 

 

 申請者は、脊椎疾患に伴う神経障害性疼痛に対して作用機序が異なると考え

られている鎮痛薬のアセトアミノフェンとトラマドールを混合投与した場合、

単独投与と比較して鎮痛効果がどのように変化するかを、ラット髄核留置モデ

ルの機械的疼痛閾値の変化と、後根神経節の疼痛関連物質の組織学的変化を指

標として検討した。 

 その結果、それぞれの単独投与では機械的疼痛閾値の低下を抑制することは

できなかったが、混合投与では機械的疼痛閾値の低下が抑制された。組織学的検

討では、両薬の単独および混合投与で後根神経節の炎症性サイトカイン TNF-α

発現が抑制され、神経障害マーカーとされる ATS3、軸索成長マーカーとされる

GAP43の発現が長期に増加していた。 

 これらの結果は、アセトアミノフェンとトラマドールが後根神経節における

疼痛関連物質の発現を変化させ、混合投与によって腰椎椎間板ヘルニアなどの

神経障害性疼痛を改善する効果が期待できることを示す新しい知見であり、臨

床的にも有意義な研究と考える。 

 以上により、本審査委員会は申請された論文が研究方法、研究結果、結論の

いずれもが妥当であると評価し、学位論文として適当であると判断した。 

 

論文審査委員 主査 村川雅洋 

       副査 小林和人 

       副査 榎本博之 

  

  




